














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論  文  名 加藤周一の思想史的考察 ―その本質と軌跡― 
本論文は、戦後日本を代表する知識人でありながら、いまだ本格的な学術的考察の少
ない加藤周一の思想を総体的に把握するために、その座標の原点に当たる「本質」を見
出だそうとしたものである。いくつかの代表的作品を中心に、それらが当時の論壇に及
ぼした波紋ともあわせて、同時代の知性の網の目のなかに位置付けながら、膨大な資料
をていねいに腑分けし、加藤を中心にした戦後日本思想史の一端を描き出している。
序章では、本研究課題の意義、作業仮説、研究方法等を述べている。
第一章では、加藤周一＝「近代主義者」イメージの起源とも言える『1946・文学的考
察』に対し、戦中の『青年ノート』の内容や吉満義彦からの影響の分析とも併せて、そ
の特徴を実存主義とヒューマニズムの併存として整理し、前者に「一回性・具体性」の
重視、後者に「普遍性」への志向を確認し、それを加藤の「本質」として比定している。 
第二章で 1952 年にすでに加藤が「近代主義」を脱したことを指摘した後、第三章では、
「雑種文化論」を同時期の多くの日本文化論とも比較しながら、いわゆる「逆コース」
の流れを批判する論であると同時に、一種の「日本回帰」論として位置づけられること
を論じている。
 第四、五章では、『日本文学史序説』は一種の日本文化論というよりも、「政治の季節」
の終わった後に、科学の専門化に対する「文学」（文化総体）の意義を客観的に論じよう
とした、いわば学問論としての日本思想史論であることを、「雑種文化論」からの方法的
転換の指摘、また津田左右吉、和辻哲郎、丸山眞男、相良亨らの日本思想史論との比較
による評価を通して論じている。
 第六章では、日本的時間・空間意識を「今＝ここ」と規定する『日本文化における時
間と空間』は、たんなる日本文化論ではなく、日本社会の右傾化を批判するアンガージ
ュマン（社会参加）実践としての論であることを、80 年代以来の加藤の日本論や政治的
言論、2000 年代の「九条の会」の活動等との関係から論じている。 
終章では、各章ごとの要約と全体的な総括、今後の課題等が述べられている。
 本論文は、加藤周一の思想的軌跡を総体的に捉える座標を見定め、代表的作品に即し
て、的確な思想史的位置づけを行うことに一定の成果を収めている。日本文化論研究の
中での位置づけが不明瞭な点、先行研究の整理や時期区分の方法が平板な点など、今後
の研鑽の余地を残すところもあるが、本論文の成果が斯学の発展に寄与するところ大な
るものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位
を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
